
生
活
保
護
費
負
担
金
の
増
加
な
ど
の
た

め
、
昨
年
度
当
初
予
算
対
比
で
一
億
五
千
八

百
九
十
六
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

市
債
…
六
十
八
億
三
千
五
百
二
十
万
円

減
税
補
て
ん
債
借
換
債
・
臨
時
財
政
対
策

債
の
減
少
な
ど
の
た
め
、
昨
年
度
当
初
予
算

対
比
で
百
一
億
五
千
二
百
八
十
万
円
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

●
歳
出

霞
ケ
関
駅
周
辺
整
備
・
月
越
小
学
校
改

築
・
少
子
高
齢
社
会
に
向
け
た
総
合
的
な
福

祉
施
策
・
環
境
に
配
慮
し
た
施
策
の
推
進
な

ど
、
第
二
次
川
越
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
に
掲
げ
る
諸
施
策
に
計
画
的
に
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
や
多
様
な
市
民
要
望
に
的
確
に
応
え
る
施

策
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

総
務
費

第
三
次
川
越
市
総
合
計
画
の
策
定

将
来
の
川
越
を
見
据
え
、
活
力
に
満
ち
た

魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
が
展
開
で
き
る

よ
う
な
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

地
域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設
の
整
備

業
務
核
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市
機
能
を

集
積
し
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
地
域
社
会
形
成

の
た
め
、
共
同
事
業
者
で
あ
る
県
と
、
十
分

に
協
議
を
行
い
な
が
ら
基
本
構
想
を
策
定
し
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平
成
十
七
年
度
予
算
で
は
、
市
税
等
の
自

主
財
源
の
確
保
と
事
務
事
業
の
優
先
度
に
つ

い
て
厳
し
い
選
択
を
行
い
ま
し
た
。
現
在
の

財
政
環
境
を
、
既
存
の
事
務
事
業
の
見
直
し

の
機
会
と
し
て
と
ら
え
、
限
ら
れ
た
財
源
を

重
要
性
と
緊
急
性
の
高
い
事
業
に
重
点
的
か

つ
効
率
的
に
配
分
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
当
初
予
算
額
は
、
八
百
七
十

三
億
二
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
当

初
予
算
対
比
で
九
十
七
億
八
千
万
円
の
減
と

な
り
、10
・
１
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し
ま
し
た
。

な
お
、
昨
年
度
当
初
予
算
の
特
殊
要
因
で
あ

っ
た
、
減
税
補
て
ん
債
借か

り

換か
え

債
七
十
五
億
九

千
八
百
九
十
万
円
を
除
く
と
、
２
・
４
パ
ー

セ
ン
ト
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
歳
入

市
税
…
四
百
七
十
五
億
六
千
五
百
二
十
八
万

六
千
円

法
人
市
民
税
・
固
定
資
産
税
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
昨
年
度
当
初
予
算
対
比
で

六
億
六
千
七
百
四
十
四
万
三
千
円
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

地
方
交
付
税
…
二
十
億
円

地
方
財
政
計
画
の
伸
び
率
な
ど
を
参
考
に

し
た
結
果
、
昨
年
度
当
初
予
算
対
比
で
十
四

億
六
千
二
百
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

国
庫
支
出
金
…
八
十
三
億
三
千
四
百
三
十
五

万
円

■
平
成
17
年
度
予
算
の
概
要
■

＊
「
平
成
17
年
度
予
算
の
概
要
」
で
は
、
完
成
前
の
施
設
に
付
く
（
仮
称
）
を

省
略
し
て
い
ま
す
。

＊
「
平
成
17
年
度
の
川
越
市
予
算
説
明
書
」
は
財
政
課
（
本
庁
舎
四
階
）
・
図

書
館
・
公
民
館
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す予

算

地
方
を
取
り
巻
く
財
政
環
境
は
、
国
の
三
位
一
体
改
革
の
影
響
に
よ
り
一
般

財
源
収
入
が
減
少
す
る
な
ど
、
年
々
厳
し
さ
が
増
し
て
お
り
ま
す
。
本
市
の
新

年
度
予
算
に
お
い
て
も
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
大
幅
な
減
少
が
見
込
ま
れ
て
お

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
徹
底
し
た
行
政
改
革
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

自
主
財
源
の
積
極
的
な
確
保
に
努
め
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
地
方
分
権
の
先
導
役
を
担
う
中
核
市
と
し
て
、

移
譲
さ
れ
た
事
務
権
限
を
最
大
限
に
活
用
し
、
本
市
の
特
性
を
十
分
に
生
か
し

た
独
自
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
な

ど
、「
市
民
の
皆
さ
ん
が
住
ん
で
よ
か
っ

た
と
思
え
る
、
魅
力
あ
る
ま
ち
川
越
」
の

実
現
に
向
け
、
全
力
で
市
政
運
営
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
な
る
市
政
の

発
展
の
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
財
政
課
財
政
担
当
・
℡
内
線
２
３
１
１

川越市長　舟橋功一

一
般
会
計
の
概
要

一
般
会
計
の
主
な
事
業
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て
、
事
業
化
を
推
進
し
ま
す
。

情
報
化
の
推
進

電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
の
運
用
開
始
な
ど
、

シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
進
め
、
電
子
市
役
所
の

実
現
を
図
り
ま
す
。

東
部
お
よ
び
大
東
地
区
地
域
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
の
整
備

そ
れ
ぞ
れ
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
合
意
形

成
を
図
り
な
が
ら
整
備
し
ま
す
。

防
犯
活
動
の
推
進

犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

を
実
現
す
る
た
め
、
行
政
・
警
察
・
市
民
・

事
業
所
・
関
係
団
体
な
ど
が
連
携
を
図
り
、

犯
行
の
機
会
を
与
え
な
い
、
犯
罪
を
起
こ
さ

せ
な
い
地
域
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

交
通
関
係

市
内
の
交
通
渋
滞
の
緩
和
を
図
る
た
め
、

公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
な
ど
、
市
街
地

の
交
通
円
滑
化
方
策
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

ま
す
。
市
内
循
環
バ
ス
「
川
越
シ
ャ
ト
ル
」

に
つ
い
て
は
、
改
善
策
の
検
討
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
駅
周
辺
の
放
置
自
転
車
対

策
の
推
進
や
、
交
通
事
故
防
止
活
動
な
ど
の

交
通
安
全
施
策
の
推
進
を
図
り
、
交
通
安
全

対
策
を
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
南
古
谷
駅
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
を
進
め
ま
す
。

民
生
費

高
齢
者
福
祉

「
川
越
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第
二

期
川
越
市
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
今
後
の
高
齢
化
の
進
展
を
見

据
え
て
、
第
三
期
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
者
の
健
康
の
保
持
を
奨
励
し
て
福

祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
健
康
長
寿
奨
励
金

支
給
事
業
を
継
続
し
て
実
施
し
、
高
齢
者
の

ふ
れ
あ
い
の
場
を
提
供
す
る
、
老
人
憩
い
の

家
の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

障
害
者
福
祉

「
川
越
市
障
害
者
計
画
」
の
推
進
を
図
る

と
と
も
に
、
障
害
者
が
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分

野
へ
参
加
で
き
る
「
完
全
参
加
と
平
等
」
の

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
次
期
計
画
を
策

定
し
ま
す
。
ま
た
、
障
害
者
が
地
域
や
家
庭

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
居
宅
介
護
サ

ー
ビ
ス
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
策
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

児
童
福
祉

「
川
越
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策
行
動
計

画
」
に
基
づ
き
、
各
種
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
で
子
育
て
を

し
て
い
る
母
親
へ
の
支
援
策
と
し
て
、
気
軽

に
集
い
、
交
流
が
図
れ
る
「
つ
ど
い
の
広
場
」

の
設
置
な
ど
、
少
子
化
対
策
に
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
す
。

乳
幼
児
医
療
費
支
給

就
学
前
ま
で
の
入
院
・
通
院
を
対
象
に
し

て
い
た
も
の
を
、
入
院
に
つ
い
て
は
、
中
学

校
卒
業
ま
で
拡
大
し
ま
す
。
通
院
に
つ
い
て

は
、
自
己
負
担
を
無
く
し
ま
す
。

■
平
成
17
年
度
予
算
の
概
要
■

＊事業費には、地方債償還金を含みます。

都市計画税は、都市計画事業などに要する費用に使うための目的
税です。この税金の使いみちとして、下記の事業を予定しています。

性質名 当初予算額（千円） 構成比（％） 性質の説明
人件費 21,429,684 24.5 職員の給料等にかかる経費

扶助費 14,151,079 16.2
生活困窮者・障害者・高齢者・乳幼児等
に対する給付や施設への入所措置等

物件費 14,052,582 16.1 物品の購入・光熱水費・管理委託等
投資的経費 10,133,016 11.6 建設事業等にかかる経費
繰出金 9,169,954 10.5 特別会計等に対する経費
公債費 8,090,511 9.3 借入金の返済金
補助費等 6,276,641 7.2 各種事業に対する補助等
その他 4,016,533 4.6 貸付金・維持補修費・出資金・積立金・予備費
合　計 87,320,000 100.0

事業名 事業費(千円) うち一般財源(千円) 充当都市計画税(千円) 構成比(％)
土地区画整理 2,243,113 937,513 845,795 32.4
公園 653,020 653,020 589,968 22.6
街路 763,319 509,469 459,444 17.6
新清掃センター等 717,968 717,968 647,398 24.8
都市下水路 73,187 73,187 67,872 2.6
合　計 4,450,607 2,891,157 2,610,477 100.0

一般会計歳出予算の性質別構成比

都市計画税の使途

市税（市税（54.554.5％）％）
47,565,28647,565,286千円千円
市税（54.5％）
47,565,286千円

市債（7.8％）6,835,200千円
諸収入（5.0％）4,351,827千円
地方消費税交付金（3.4％）2,952,000千円
繰入金（3.1％）2,668,300千円
その他（16.7％）14,613,037千円

一般会計

歳　入

民生費（30.8％）
26,929,998千円

教育費（14.4％）
12,583,816千円衛生費（14.1％）

12,271,374千円

国庫支出金（国庫支出金（9.59.5％）％）
8,334,3508,334,350千円千円
国庫支出金（9.5％）
8,334,350千円

＊その他の主な内容
繰越金（2.6％）$県支出金（2.5％）$地方譲与税（2.4％）
$地方交付税（2.3％）$地方特例交付金（2.0％）

市税（54.5％）
47,565,286千円

総務費（10.3％）8,978,964千円
公債費（9.3％）8,090,614千円
消防費（4.3％）3,740,080千円
その他（6.0％）5,305,407千円

一般会計

歳　出

民生費（民生費（30.830.8％）％）
26,929,99826,929,998千円千円
民生費（30.8％）
26,929,998千円

教育費（教育費（14.414.4％）％）
12,583,81612,583,816千円千円
教育費（14.4％）
12,583,816千円衛生費（衛生費（14.114.1％）％）

12,271,37412,271,374千円千円
衛生費（14.1％）
12,271,374千円

国庫支出金（9.5％）
8,334,350千円

土木費（10.8％）9,419,747千円

平成17年度予算の歳入・歳出規模
■一般会計 87,320,000千円（前年度比10.1％減）
■特別会計 82,062,659千円（前年度比 5.7％増）
総　　計 169,382,659千円（前年度比 3.1％減）


